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pha8 ノイ ズ の ピ｣ク (軌 ノイズ感受性の 情報量H P M
e 大きさ 道)分布 構造
Ⅰ MⅠ Ⅰ MⅠ■ Ⅰ MⅠ
1 ≦l°-3 A+B SF=0.06優位
2 10-2-10-1 Aのみ SF=0.385優位 減少 減少 減少 減少
実際の脳の中の神経細胞の情報処理過程では､本シミュレーションで加えた正弦波と同じ様
な､大きな振幅の繰り返し入力が総和として継続的に入力されることがしばしば起こりうると
考えられる｡一方､同時に無視できない大きさのノイズが加わっている｡本シミュレーション
の結果は､神経細胞から出力される発火パルス列がノイズにより様々に変調されうることを示
しており､神経回路網での情報処理過程を検討する上で考慮すべき事柄である｡
ノイズ感受性の構造は本カオスにおいて初めて発見したものであるが､カオスを特徴付ける
上で重要な現象である可能性があり､更に詳細な検討が必要である｡
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